
基本方針 5

災害などから市民を守り、
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政策分野 11  防災・減災

課　　題

地震や局地的豪雨などによる大規模な自然災害が、全国各地で多発しており、木津川市で

も、南海トラフ地震や木津川をはじめとする河川による浸水が危惧されるとともに、内水対

策が必要であることから、災害時の被害を最小限にとどめる都市基盤づくりが求められてい

ます。防災対策は、行政による「公助」だけでは限界があり、市民自らが、日頃から災害へ

の備えをする「自助」や、地域で助け合う「共助」の重要性が高まっており、市民の災害へ

の危機意識の向上が求められています。

地震や水害、 火災に対して安心 ・安全なまちにするために必要な取組み

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

不明・無回答

その他

わからない

防災情報を提供する

まちの治水・耐震対策を強化する

避難所などの環境整備を図る

防災用品や資材などを備蓄する

一人暮らしの高齢者など避難に時間を要する方への

支援体制を整備する

地域の防災組織の育成と実践的な訓練を実施する 24.4

37.6

25.4

35.5

29.9

21.4

1.0

2.8

1.6

出典：木津川市のまちづくりに関するアンケート調査結果（市民対象）　中間報告：H29.11

（N=2,022）
（複数回答）

資料：木津川市のまちづくりに関するアンケート調査報告書（平成 30 年 1 月）

方　　針

治山・治水対策、防災拠点となる公共施設や、インフラの耐震化など災害に強い都市基盤

の整備、また、関係機関との連携による危機管理体制の強化を進めるとともに、日頃からの

市民への防災情報の提供などによる防災意識づくりと防災・減災体制を充実し、地域の防災

力を強化します。

政策分野 11　防災・減災
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施策①  災害対策

【所管課】危機管理課・建設課・まちづくり事業推進室・管理課・都市計画課・水道工務課・下水道課

ア . 治山・治水対策の強化 ･･･････････････････････････････

・-市民の生命や財産を水害から守るため、内水被害が発生する一級河川小川をはじめ

とした木津川支流域において、内水を強制排除するため排水設備などの改修・整備

を進めるとともに、国や京都府などの関係機関に積極的な支援を働きかけます。

・-地震や大雨による土砂災害対策及び天井川＊対策として、急傾斜地、河川、雨水排水

施設などの改修・整備を促進します。

イ . 地震対策などの強化 ･････････････････････････････････

・-橋りょう診断結果に基づき、計画的な修繕・架け替えを行うことで、地域の道路網

の安全性・信頼性を確保します。

・-木造住宅について、地震発生時の倒壊や火災による被害拡大防止のため、耐震診断・

耐震改修などを支援し、市域における建築物の耐震化に努めます。

・-水道施設について、地震などに強い施設整備を図るとともに、災害時の応急給水や

施設の早期復旧体制の確立を図ります。

・-多くの公共施設は、災害時に避難所などとして活用しており、日常の利用者の安全

確保のみならず、災害時の拠点機能確保の観点からも、利用状況や危険度などを踏

まえ、必要に応じて施設の耐震化を推進します。

関連計画

 ● 木津川市建築物耐震改修促進計画（2016 ～ 2025 年度）

 ● 木津川市国民保護計画（2018 年度一部修正）

 ● 木津川市橋梁の長寿命化修繕計画（2014 年 3 月策定）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

木造住宅耐震改修補助活用件数 (累計 ) 31 件 55 件

政策分野 11　防災・減災
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施策②  地域防災

【所管課】危機管理課・社会福祉課

ア . 危機管理体制の強化 ･････････････････････････････････

・-災害時や有事に備え、地域防災計画や国民保護計画に基づき、市民、企業、医療・

福祉機関、行政がそれぞれの役割を果たせるよう連携強化を図ります。

・-相楽中部消防組合と連携し、消防本部の移設を含め、火災や災害に対する体制の充

実を図ります。

・-初期消火活動の充実に向け、消防団の組織との連携を強化するとともに、消防団施

設や消防水利の適正な維持管理に努めます。

・-土砂災害警戒区域などにおける警戒避難体制の確立を図ります。

イ . 消防・防災施設と避難所の整備 ･･･････････････････････

・-京都府防災情報システムにより迅速な災害情報を把握するとともに、防災行政無線

や屋外拡声子局及び防災情報メールなどを活用し、気象や震度情報及び地域住民へ

の避難勧告など、災害に関する重要な情報の「迅速」かつ「正確」な伝達に努めます。

・-消防施設や防火水槽などの装備、災害用備品などを備蓄しておく倉庫及び避難所の

充実を図ります。

ウ . 自主防災組織の充実 ･････････････････････････････････

・-地域に暮らす一人ひとりが互いに力を合わせ助け合い、災害発生時における初動体

制を確立するため、自主防災組織の立ち上げや、育成及び活動に対する支援充実を

図ります。

エ . 要支援者対策などの充実 ･････････････････････････････

・-災害時に支援が必要な障がい者、独居や寝たきりの高齢者などを登録する要支援者

名簿の登録情報の充実を図ります。また、災害時の安否確認や様々な機関と連携で

きる体制整備に努めます。

関連計画

 ● 木津川市地域防災計画（2018 年度一部修正）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

自主防災組織率 71.5％ 80％

自主防災組織活動回数 285 回 310 回

政策分野 11　防災・減災
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政策分野 12  防犯・交通安全　

課　　題

子どもや高齢者を狙った犯罪やインターネットによる犯罪、高齢者ドライバーや自転車に

よる交通事故の増加など、日常生活におけるリスクは複雑化・多様化しており、これらに対

する市民の危機感が高まっています。転入者の増加や核家族化などを背景にコミュニティ＊

機能が弱くなっている中、あらためて市民の防犯意識の向上や、行政と住民の協働による地

域を守る取組みが求められています。

木津川市の交通事故発生件数と死傷者数の推移
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219 220 229
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223

257

138

359

315

285 292
309

250

201

302

327

174

（年）

※各年 1月 1日から 12 月 31 日 資料：木津警察署
出典：木津川市統計書

169

141

資料：木津警察署、木津川市統計書

方　　針

関係機関と連携し、防犯施設や交通安全施設など、地域の安全を高めるための基盤整備を

進めるとともに、住民の安心・安全に対する意識を高め、地域ぐるみでの見守り体制を充実

することで、犯罪や事故が起こりにくい安心・安全な地域づくりを進めます。

政策分野 12　防犯・交通安全
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施策①  防犯・交通安全

【所管課】総務課・危機管理課・建設課・管理課・学校教育課

ア . 安心・安全なまちの推進 ･････････････････････････････

防犯灯の適正な維持管理

・-夜間における犯罪を抑止し、安心で安全なまちづくりを進めるため、防犯灯を整備

します。また、防犯灯のＬＥＤ化により、ＣＯ２や電力消費量の削減を図るとともに、

環境に配慮したまちづくりを目指します。

防犯意識の向上と自主的な防犯組織の育成

・-市民の防犯意識の向上と、各地域における自主的な防犯意識の育成を図り、市民、

行政、警察などが連携し、防犯体制を強化します。

イ . 市営駐輪場・駐車場の適正な管理運営 ･････････････････

・-市民が安心して利用できる駐輪場・駐車場の運営手法を検討するとともに、放置自

転車対策を講じます。

ウ . 交通安全対策の推進 ･････････････････････････････････

交通安全啓発の充実

・-市民や交通安全対策協議会などの関係機関と協力し、交通ルールの遵守や交通安全

意識と交通マナーの向上に努めます。

交通安全施設の整備

・-通学路などの生活道路について、児童・生徒などの歩行者や自転車利用者などの安

全を確保するため、道路の新設や改良に合わせ、道路標識、路側帯、道路照明や防

護柵などを整備します。

・-交通事故の多発する箇所について、特に危険性の高い箇所から優先的かつ効率的に

カーブミラーなどの交通安全施設の整備を進めます。

高齢者運転免許証自主返納の促進

・-高齢者ドライバーによる交通事故対策として、運転の自信がなくなった、または運

転する機会が少なくなった高齢者が、運転免許証を自主返納しやすい環境づくりを

推進します。

関連計画

 ● 木津川市交通安全計画（2016 ～ 2020 年度）

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

犯罪発生件数 344 件 ↓

交通死亡事故件数 0件 →

政策分野 12　防犯・交通安全
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施策②  消費者保護

【所管課】観光商工課

ア . 消費者保護対策の推進 ･･･････････････････････････････

・-消費生活におけるトラブルや犯罪に巻き込まれることが無いよう、市民への正しい

消費意識の普及と情報の提供に努めるとともに、相楽郡広域事務組合をワンストッ

プ窓口とし、相談活動を充実するなど、消費者トラブルの早期解決に努めます。

成果指標

指標項目
現況値

(2017 年度末 )
方向性

(2023 年度末 )

消費者相談件数 340 件 ↓

-------------------相楽消費生活センターでの消費者相談

-------------------------------------交通安全街頭啓発

政策分野 12　防犯・交通安全
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